
 

滋賀県がん診療連携協議会 議事結果報告書 

 

会 議 名 令和３年度 滋賀県がん診療連携協議会 第２回相談支援部会 

開 催 日 時 令和４年２月２８日（月）～３月８日(火)  

開 催 方 法 電子メールによる意見交換 

出 席 者 【部会員】 

滋賀県立総合病院        山内 智香子（部会長） 

大津赤十字病院         塘 賢二郎 （副部会長） 

市立長浜病院          田久保 康隆（副部会長） 

滋賀医科大学医学部附属病院   田中 哲志 

大津赤十字病院         琴 順華 

滋賀県立総合病院        岡村 理 

公立甲賀病院          岡本 直子 

彦根市立病院          藤井 滋生 

市立長浜病院          片桐 麻理子 

高島市民病院          大塚 初美 

市立大津市民病院        髙橋 智枝子 

淡海医療センター        小林 千帆 

済生会滋賀県病院        山田 寿美 

近江八幡市立総合医療センター  木本 美由紀 

長浜赤十字病院         福永 佳子 

東近江総合医療センター     打越 智子 

滋賀県医師会          重永 博 

滋賀県歯科医師会        黒岩 敏彦 

滋賀県薬剤師会         田中 聡美 

滋賀県看護協会         初田 聡美 

滋賀県歯科衛生士会       中西 美幸 

滋賀県がん患者団体連絡協議会  菊井 津多子 

滋賀県がん患者団体連絡協議会  須藤 恵子 

滋賀県健康医療福祉部      藤田 恭子                

滋賀県立総合病院        木村 和真 

【事務局】 

滋賀県立総合病院        湊山 祐一                               （敬称略） 

欠 席 者 なし 

議 事 概 要 【審議事項】  

１．令和３年度 相談支援部会の取組みについて 

（新型コロナウイルス感染対策について） 

今年度は、コロナウイルス感染防止対策のためメールによる意見交換により２回の部会

やワーキンググループを開催。「滋賀の療養情報」については、部会からの要請を受けワ

ーキンググループにてその効果的な配布方法について検討を行った。研修会については、

近畿ブロック研修会「地域相談支援フォーラム in 近畿」を11月に滋賀県と京都府により

合同で開催。3月にもがん相談支援センター相談員研修会を開催した。また、連絡事項や

フォーラム、研修等の案内については随時メーリングリストにより部会員で情報の共有を

図った。更に関係病院の協力のもと、昨年度に続き、部会開催ごとに「滋賀県がん診療連

携協議会 相談支援部会 がん相談支援センター等におけるコロナウイルス感染症に関す

る影響及び対応についてのアンケート」を実施。多くの病院で相談件数がコロナ禍前（令

和元年度）の件数までに至っていない状況が見受けられたが、早期から外来診療との連携

を図り相談件数を伸ばしておられる病院も見られた。 

今後も引き続きコロナウイルス対応等も含め、部会員に懸案事項や連絡事項が生じた場



 

合は、相談支援部会メーリングリストを積極的に活用し、各自発信者として速やかに意見

交換や情報共有等を行いつつ、相談支援部会内で課題等を共有しながら検討を進めてまい

りたい旨、事務局より説明を行い部会員の承認をいただいた。  

          

２．令和３年度相談支援部会の取り組み評価（最終評価）について 

本件については、今回の第２回相談支援部会に先立ち、令和4年1月25日発信のメーリン

グリストで承認をいただいているが、あらためて令和３年度実施計画に基づき実績・取り

組み内容を報告。ほぼ計画どおり目標を達成したことで「A」の評価をさせていただいて

いる旨、部会員の確認をいただいた。     

          

３．次年度のPDCAサイクルおよび評価資料について 

PDCAチェックリストについては、今年度の「PLAN(計画)」と「DO(実行)」の内容を継続。 

評価資料について、がん相談後のアンケートは今後も対象病院で実施いただき集計も続

けていきたい。また、アクションプランについては、昨年度から「がん相談窓口の取り組

み実施状況の確認」に替えて、「都道府県がん診療連携拠点病院連絡協議会情報提供・相

談支援部会 がん相談支援センターPDCA実施状況チェックリスト共通項目」を活用して各

施設の評価を行っており、来年度もこれを引き続き継続していきたい。以上の旨説明の上

で部会員の承認をいただいた。 

 

４．「滋賀の療養情報（第９版）」について 

次版「第９版」の作成については、これまでワーキンググループおよび相談支援部会に

おいて数度にわたり確認を行っていただき最終校正の段階となった。事務局より当該原稿

最終案について諮ったところ、文言や固有名詞の表記にかかる４項目について確認と修正

の御指摘あり。うち３項目について修正を行うこととなった。 

また、関係施設等に必要部数を照会の上で作成した「配布先･部数案」に関しては、現

在、県健康医療福祉部においても必要部数を関係機関に照会中とのことであるため、その

確定を待って予備の部数にて調整することとなった。それ以外については承認をいただい

た。今後は修正の反映を行った後、印刷業者による印刷の上で発送へと進めることとなる。 

 

５．「滋賀の療養情報」の配布方法について 

『滋賀の療養情報』については毎年工夫をしながら改訂を行っている。しかしながら、

2019年に行われた「がん患者アンケート調査」においては、療養情報の情報源としての認

知度が6.0%であり、患者さんの手元に届いておらず、あまり活用していただけていないと

いう結果であった。本冊子は、患者さんや御家族の手元で活用していただいて初めて意味

がある。よって、患者さん等における『滋賀の療養情報』の認知度を更に向上するため、

「配布方法についてワーキンググループにおいて検討願いたい」と年度当初に本相談支援

部会から要請が出された。これを受け、ワーキンググループにおいて検討し、意見が取り

まとめられ資料として提示された。各施設等においては「滋賀の療養情報」の認知度向上

に向けた配布にかかる取組み等についてこれを参考にしていただくようお願いした。 

なお、令和３年度は県がん対策推進協議会における現行計画中間評価の年であり、その

指標として本検討の契機となった「がん患者アンケート調査」が継続実施される予定。よ

って同時に「滋賀の療養情報」配布方法等の認知度向上に向けた取組結果も評価される見

込みであるため、各施設等での上記を踏まえた取組状況等について、次年度の部会等でも

確認させていただきたい旨を説明し、承認をいただいた。 

 

[藤田部会員(滋賀県健康医療福祉部)] 

（意見）「滋賀の療養情報」の冊子は、がん患者と家族が療養生活を送るときに役立つ 

情報をまとめたもの。全ての患者さまとご家族のお手元に届くよう、ワーキンググル 

ープでの意見等を参考に、各施設での「滋賀の療養情報」の配布方法について再検討 

していただき、部数が不足する場合は、事務局と調整を図っていただきたい。 

 



 

【報告事項・情報共有事項】 

６．PDCAサイクルについて 

・「令和３年度がん相談後アンケート 集計表(4月～１月)」  

・「都道府県がん診療連携拠点病院連絡協議会情報提供・相談支援部会 

がん相談支援センターPDCA実施状況チェックリスト共通項目」等 

〇令和３年度がん相談後アンケートについては、昨年度から引き続きコロナ禍で面談

等が制限されていたこともあり、対象13施設中8施設から92件(昨年同期7施設から12

0件)の回答に留まった。相談の結果については「お話を聞いていただき、また的確な

アドバイスをいただいたので今後の希望が出てきた。」や「人生相談のように優しく

接してくださって本当に心が安らぎました。頑張れる気がしてきました。」など大多

数の方から好評で役に立ったとの支持をいただいている。また、「可能であれば診察

時に先生と同席して話を聞いて頂ければよいと思う。」との声もあった。今後もアン

ケートについては相談者の生の声を反映するものであるため継続していきたい。 

〇がん相談支援センター等がん相談窓口取り組み実施状況等については、相談対応の

人員が年度初め4月時点の67名に対し、令和4年2月1日現在では68名。全体としては１

名増で充実傾向となっている。 

〇また、上述のとおり昨年度から「がん相談支援センターPDCA実施状況(チェックリス

ト共通項目)」に基づき、各病院にて自己評価を行っていただいている。全体として

はほぼ取組みができているが、依然、病院によって差異が大きく、まだ改善の余地が

あるという結果となっている。 

 

７．第17回 都道府県がん診療連携拠点病院連絡協議会 

情報提供・相談支援部会（令和3年11月26日開催）について 

 本協議会出席の滋賀県立総合病院 岡村部会員から文書により協議内容や報告事項につ

いて情報提供があった。       

          

８．令和３年度地域相談支援フォーラムin近畿 アンケート結果について 

 滋賀県と京都府との共催のかたちで、令和3年11月28日に「令和３年度地域相談支援フ

ォーラムin近畿」がオンラインにて開催された。受講者は148名であり、その内、111名か

らアンケートに回答があり、その結果が報告された。いずれの講義も、内容理解について

は「よく理解できた」と「概ね理解できた」が、業務への活用については「とても活かせ

そう」と「やや活かせそう」が大多数を占め、受講者には好評であった。 

 

９．令和３年度 滋賀県がん診療連携協議会 相談支援部会 

がん相談支援センター 相談員研修会 

～がん生殖医療における相談支援～（令和4年3月3日開催予定）について  

上記「議題８」にかかる「地域相談支援フォーラムin近畿」とは別に、今年度も県内施

設の相談員を対象に研修会を企画。新型コロナウイルス感染防止対策のためWEB(ZOOM)を

活用して3月3日(木)に開催し、9施設から16名の参加があった。  

         

10．滋賀県健康医療福祉部からの報告事項 

（１）滋賀県健康医療福祉部 令和４年度予算（案）について 

  「滋賀県がん対策推進計画（第３期）中間評価」および「令和４年度予定の新規･拡充 

事業」、「令和４年度予算案」について資料により情報提供があった。 

 

11．がん情報サービス がんの冊子 

「がんと診断されたあなたに知ってほしいこと」について 

国立がん研究センターがん情報サービスにおいて「がんと診断されたあなたに知ってほしい

こと」が公開された。当相談支援部会の山内部会長と岡村部会員（共に滋賀県立総合病院）が

WG に参加の上で作成に携わっていただいている。「多くの患者様・ご家族に御案内いただき、

また感想などもお寄せいただきたい」との依頼があった。 



 

そ の 他 特になし 

 以上のとおり報告します。                          令和４年 ３月８日 

滋賀県がん診療連携協議会 会長 様 

 

   相談支援部会 部会長  山内 智香子 


